
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 6年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人ゆもりな

1 事業の成果
当法人は、「逆境的小児期経験を持つ成人へのピアサポー ト活動」を理念に、心のケアを必要とする当

事者へのピアサポー ト活動と、支援の文化を社会に根づかせることを目指して活動してまいりました。

令和 6年度は、以下の事業に取り組み、以下のような成果を得ることができました。

1.当事者への支援 (ピアサポー ト・グリーフケア)

月 1回のピアサポー トミーティング (自助会)を通じて、複雑性 PTSD、 人生へのさまざまな喪失体

験、家庭内暴力等の経験を持つ方々が安心して語り合える「居場所」を提供しました。参加者からは、「安

心して話ができる」「同じような経験の人と出会えて心強かった」といった声が寄せられ、自己回復のプ

ロセスに寄与しました。特に、グリーフ (悲嘆)の多様性を尊重する姿勢により、「比べられないつらさ」

にも寄り添う支援が可能となり、制度の隙間にいる方々への支援としての意義が確認されました。

2.支援者向け講座の開催 (ト ラウマインフォームドケアの普及)

令和 6年度は、「トラウマインフォームドケア」および「グリーフケア」に関する講座を複数回実施し

ました。支援者のみならず、当事者や一般の参加者も含めて広く門戸を開き、参加者からは「現場に持

ち帰れる視点が得られた」「自身の理解を深める機会となった」と好評を得ました。

これにより、ゆもりなが掲げる「支援の文化を社会に根づかせる」ための上壊づくりが一層進みました。

3.発信と啓発 (note記事・パンフレット・SNS)

定款に明記されている「相談・啓発・講演・情報提供」活動として、当事者・支援者双方に届く情報

発信を重視しました。

・  noteにてこころのケアに関する情報を発信 し、「体験に基づいた声」への共感が多く寄せられま

した。

● パンフレットを刷新し、医療・福祉・教育現場への配布を拡大。支援先への「つながるきつかけ」
として活用されています。

・  SNSでの啓発投稿により、孤立しがちな当事者の「見えない声」を社会に届け、当事者の持つ生

きづらさの存在への認知度向上に寄与しました。

4.ネ ットワークづくり・連携

東京ウィメンズプラザ配偶者暴力防止等民間活動助成事業の助成を受け、地域の福祉・教育・医療機

関、行政関係者などとゆるやかにつながるネットワークを築き、「制度では拾えない痛み」に共に向き合

う場づくりとして「ボランティア養成講座」を実施、連携の拡大を継続しました。この取り組みにより

「支援する人も支えられる」という循環を目指し、ケアする人へのケアにも取り組み、支援者のバーン



アウト防止や自己理解の支援にも貢献しました。

以上のように、令和 6年度は「当事者が自分らしく回復できる場」「支援の質を高める学びの機会」「社

会に理解を広げる情報発信」「つながりを大切にした連携」の 4本柱で事業を展開し、法人としての使命

を果たすことができました。今後も「ピアサポー トの理念」を尊重しながら、支援の文化を地域社会に

根づかせるべく尽力してまいります。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【105,084】 円)
定款に
され
事業

記載
た
々
イコ

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(円 )

グリーフケア
を目的とした
茶話会事業

月例茶話会 (会場 。オン
ライン)

毎月 1回

(開 催 回

数 16回 )

東京ウィ

メンズプ

ラ ザ ・

Z(ЮM

4名
利 用 希

望者
132名

62,338

居場所提供・座談会
毎 月 28

日

東京ウィ

メンズプ

ラザ

4名
利 用 希

望者
32名

こころのケア
を目的とした
講座運営事業

心理学習のための複雑
性 PTSDに関連するトラ
ウマケア・グリーフケア
に関するオンライン講
座の実施

毎 月 第

4土 曜

日

オンライ

ン (ZO硼 )
3名
受 講 希

望者
48:名 8,846

グリーフケア
のためのピア
サポーター養
成講座運営事
業

ボランティア養成講座
の実施 (東京ウィメンズ
プラザ民間助成事業に
より実施 )

9月 22日

23 日 (2

日間 )

東京ウィ

メンズプ

ラザ

5名
受 講 希

望者
16名 4,439

グリーフケア
及 び複雑 性
PTSDに関する
情報提供・啓
発事業

個人相談・ピアカウンセ
リングの実施 毎月 4回

オンライ

ン (Z00M)

東京 ウィ

メンズプ

ラザ

6名
利 用 希

望者

事前相談
41件
無料ピア
59件
個人相談
9件
計 109名

29,461

グリーフケア
及 び複 雑 性
PTSDに関する
調査・研究事
業

9月 から2月 まで半年間、
オ
プ
被
た

ンライン自助グルー.の
運営方法の試行を
験者を対象に実施 し

毎 月 第

3水 曜
日

オンライ

ン (Zα)M)
3名
利 用 希

望者
6名 0

困難な問題を
抱えた女性ヘ
の支援事業

実施なし



特定非営利活動法人ゆもりな

五1重型L三土」霊畳
令和6年 3月 8日 から令和7年 3月 31日 まで

(単位 :円 )

科 日 金額

I経常収益

1受取会費
正会員受取会費
2受取寄付金
受取寄付金

3受取助成金等
受取民間助成金

4.事業収益

(1)グリーフケアを目的とした茶話会事業収益

(2)こころのケアを目的とした講座運営事業収益

(3)グリーフケアのためのビアサポーター養成講座
運営事業収益
(4)グリーフケア及び複雑性PTSDに関する情報提
供・啓発事業収益

(5)グリーフケア及び複雑性PTSDに関する調査・
研究事業収益

(6)困難な問題を抱えた女性への支援事業収益

5.その他収益

受取利息

雑収益

経常収益計
Π経常費用
1.事業費
(1)人件費

給与手当

法定福利費

福利厚生費
人件費計

(2)その他経費

旅費交通費

通信運搬費
会議費

通信運搬費
支払手数料
その他経費計

事業費計
2.管理費
(1)人件費
給与手当

福利厚生費
人件費計

(2)その他経費
通信運搬費

業務委託費
印刷製本費
消耗品費

新聞図書費
支払手数料

租税公課
その他経費計

管理費計

経常費用計
当期計上増減額

正 経常外収益

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

経常外費用計
V経 理区分振替額
経理区分振替額
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額、

14.000 14.000

0.000

350.000

328.300

61

695.361

3000

350.000

66.600

71.000

120.000

70.700

0

0

60

1

0

O

()

O

105.034

261.410

366.494

23.000

30.746

30.900

4.966

15.472

106.084

0

0

109.624

84.300

11.250

54.523

550

1.156

7

261.410

328,867

0

0

0

328.867

0

328.867

(注)特定非営利活動促進法第28条第1項の収支計算書を活動計算書と呼んでいます。



特定非営利活動法人ゆもりな

宣生_五里表

令和7年3月 31日

(単位 :円 )

科 目 金額

I資産の部
1.流動資産

現金及び預金

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債

未払金

役員借入金

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部

1.正味財産

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

538,654

43.408

582.062

582,062

253,195

253.195

0

328,867

328,867

582,062

53,563

199,632



特定非営利活動法人ゆもりな

財壺tit表望と主記

1.重要な会計方針

財務構表0作成蜘 PO法人会計基準(2010年 7月 20B NPO注 大会計基準協議会公表)によっております.
同基準て|ま .特定非営利活動促進ま第28条第傾 の収支計,書を活動計,,と呼んでいます.

(1,消 費税等の会計処理

消費,等の会計処理は凛 込方式によっています.

2事彙別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

3借入金の増
"内
訳

借入金の増滅は以下の通りです .

4役員よびその近線者との取引の内容

役員及びその近颯者との取引oD内容 |ま以下の通りです.

(単位 1円 )

科 目
財務能表に計上され
た金螢

うち役員及びその近
離者との取ラ|

曖 借対照表 ,

役員借入金

合 計

(単位 1円 )

,1日 講座事実 手案部 1''「 管摯部 ,`| 合 計

1経常収益

1受取会費

正会員受取会賢

2受取寄附金

員取寄附全

3受取助成金等

受な民間助成奎

4事 業収生

白主事業収i
5その他収益

受取利阜

ヽ収菫

350000

71 000 7o700

経常収■計 416.600

|1経常費用

1人件費

綸互 .・当

去定
'"利
費

福利厚生費

人件贅計

2そ の他経贅

求贅交通景

通信運曇員

業,委
=費rF=A貴

会議員

消え品贅

年間口書脅

支払手数*1

粗税公雲

その他経費計

27.900

550 550

3.354 15472 1156

29.461 62.338

経常費用計 3846 62.338

当翔経常増減額 115561 673216

(単位 1円 ,

科 曰 期首残高 当類僣入 当期返済 期末残高

役員借入金

10'632

合計 110.632

rffi*.r 
I

|

01

01

01

|

|

|



特定非営利活動法人ゆもりな

生産且 録

令和7年 3月 31日

(単位 :円 )

科 目 金額

I資産の部

1.流動資産

現金預金

現金

住信SB:ネット銀行普通預金

ゆうちょ銀行 普通預金

未収金

Stripe

PayPal

流動資産合計

2.固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債

未払金

三井住友VISAカード

役員借入金

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産合計

94,370

280,504

163,780

7.697

35,711

582,062

253,195

582,062

253,195

53,563

199,632

328,867



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 6年度年間役員名簿 〈前事彙年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所エびにこれらの者についての前事業年産における報酬の有無を記載した名簿)

生塵菫 菫塁塾五型量型二

1 確認事項 (法第20条及び第21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏    名

1
理事 監事

カノウ ノリコ 令和6年8月 8日

令和7年 3月 31日

年

年

月   日

月   日加納 典子

2 監事理事

カタヒラ ユウコ 令和6年 8月 8日

令和7年 3月 31日

年

年

月

月

日

日片平 裕子

3
・監事

ミヤザワ ケイコ 令和6年 8月 8日

令和7年3月 31日

年

年

月

月

日

日宮澤 啓子

4
・監事

,/\?, l-.+, 令和6年8月 8日

令和7年3月 31日

年

年

月   日

月   日濱治 智子

5 監事理事

ヨナガヤ カヨ 令和6年8月 8日

令和7年 3月 31日

年

年

月

月

日

日小長谷 佳世

6
・監事

サカグチ ミユキ 令和6年 8月 8日

令和7年 3月 31日

今1   月   日

年  月  日阪口 美由紀

7
理 事 監事

スズキ 令和6年8月 8日

令和7年 3月 31日

午

年

月

月

日

日鈴木 裕美子

8 理事・監事
年

年

月

月

日

日

年

年

月

月

日

日

9 理事・監事
年

年

月

月

日

日

年 月

月

日

日年

10 理事・監事
年 月

月

日

日年

年  月  日

年:   月   日

理事



事 業 報 告 用
書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人ゆもりな

氏    名

1 加納 典子

2 片平 裕子

3 宮澤 啓子

4 濱治 智子

5 小長谷 佳世

6 阪口 美由紀

7 鈴木 裕美子

8 青木 燿子

9 西沢 瑞穂

10 小熊 菜穂子




